
東日本大震災 被災寺院現状報告 

 

寺院：宮城県第１３教区第３０１番洞源院 

住所：宮城県石巻市渡波字仁田山２ 

 

寺院の被害 

・ 地震により、本堂、庫裡、山門が一部損壊した。 

・ 境内の土木構造物にも被害が生じている。 

寺院の現状 ・ 檀信徒の離散、経済的問題を心配している。 

檀信徒の現状 

・ 震災で自宅に住めなくなり避難を強いられている檀信徒がいる。居住先は

９割程度把握しているが転居先が不明なことから一部把握できていない。 

・ 複数の離檀がある。 

地域の現状 ・ 放射能汚染の影響による生産者に対する風評被害がある。 

復興の状況 

・ 復旧の目途は立っており、計画はできているが着手できていない。復旧に

どの程度の時間を要するか分からない。 

・ 寺院の裏山が地すべりしており、修復するに当たって膨大な費用がかかる

ことが想定される。 

（Ｈ２５.９.２４現在） 


